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日本『再処理規則：使用済み燃料の再処理事業に関する規則』
重大事故 第一条の三 （重大事故とは）次に掲げるものとする。

一 セル内において発生する臨界事故

二 使用済燃料から分離された物であつて液体状のもの

又は液体状の放射性廃棄物を冷却する機能が喪失した

場合にセル内において発生する蒸発乾固
三 放射線分解によつて発生する水素が再処理設備の内部に滞留すること

を防止する機能が喪失した場合にセル内において発生する水素による爆発

四 セル内において発生する有機溶媒その他の物質による火災又は爆

発（前号に掲げるものを除く。）

五 使用済燃料貯蔵設備に貯蔵する使用済燃料の著しい損傷
六 放射性物質の漏えい（前各号に掲げる事故に係るものを除く。）

IAEA SAFETY STANDARDS（ 国 際 原 子 力 機 関 安全指針）

Threat summary （脅威の概要）

大型の液体貯槽（＊注）の破裂は、広範な介入を必要とす

る汚染を生じさせるであろう。これは含有放射能とその揮

発放射能の作用による。 （＊注）国は「高レベル廃液貯槽」を指す

と認めている。天恵の海第２２４号 参照）

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
昨
年
八
月
規
制
委
員
会
の
「
再
処
理
規
則
」

に
合
格
し
た
と
さ
れ
「
使
用
前
検
査
」
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
の
「
再
処
理
規
則
」
の
「
重
大
事
故
」
の
条
項
に
は
、
蒸
発
乾
固

後
の
揮
発
・
爆
発
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原

子
力
機
関
）
の
「
安
全
指
針
」
か
ら
見
て
も
重
大
な
欠
落
で
あ
り
、
国

民
の
安
全
を
守
る
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。
冷
静
に
条
文
を
比
較
し
、
工

程
図
や
事
故
の
歴
史
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
論
議
が
必
要
で
す
。

「
天
恵
の
海
」

第
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二
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号
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照



再
処
理
工
場
の
重
大
事

故
に
つ
い
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の

「
脅
威
の
概
要
」
で
は
、

「
大
型
の
液
体
貯
槽
（
高

レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
）
の
破
裂

は
広
範
な
介
入
を
必
要
と

す
る
汚
染
を
生
じ
さ
せ
る

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
含
有

放
射
能
と
そ
の
揮
発
放
射

能
の
作
用
に
よ
る
」
と
記

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
の
再
処
理
規
則
の

「
重
大
事
故

第
一
条
の

三
」
に
は
、
ど
こ
に
も
該

当
事
項
の
記
述
が
あ
り
ま

せ
ん
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
冷
却
に
失
敗
す
れ
ば
、

「
蒸
発
乾
固
」
の
後
「
溶
融
、

揮
発
」
、
最
終
的
に
「
硝
酸

塩
爆
発
」
に
よ
る
貯
槽
の
破

裂
に
至
る
と
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は

懸
念
し
て
い
ま
す
。
臭
い

物
に
蓋
を
す
る
よ
う
な
こ

と
は
い
け
ま
せ
ん
。

「
ウ
ラ
ル
の
核
惨
事
（
キ
シ
ュ
テ

ム
事
故
）」は
硝
酸
塩
爆
発

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

重
大
事
故
の
実
例
と
し
て
、

一
九
五
七
年
に
起
き
た
ウ

ラ
ル
山
脈
南
東
部
の
キ
シ

ュ
テ
ム
核
施
設
の
爆
発
が

あ
り
ま
す
。
旧
ソ
連
の
核
爆

弾
製
造
に
関
わ
る
事
故
で
、

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

貯
槽
」
の
冷
却
に
失
敗
し
、

硝
酸
塩
爆
発
が
起
き
ま
し

た
。

広
大
な
地
域
が
汚
染
さ
れ
、

多
く
の
人
々
が
被
ば
く
し
た

爆
発
の
威
力
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ

火
薬
七
〇
ト
ン
相
当
と
言

わ
れ
、
廃
液
の
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
９
０
や
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９

な
ど
が
約
千
㍍
上
空
ま
で

舞
い
上
が
り
北
東
方
向
に

幅
約
三
〇
～
五
〇
㌔
㍍
、
長

さ
約
三
〇
〇
㌔
㍍
の
帯
状

に
飛
び
散
り
ま
し
た
。
、
チ

ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
市
付
近

か
ら
、
森
や
畑
、
河
川
等
が

汚
染
さ
れ
町
や
村
に
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の

放
射
線
は
三
・
七
～
七
四
㌐

ベ
ク
レ
ル
／
平
方
㌔
㍍
と

言
わ
れ
、
約
三
万
四
千
人
が

被
ば
く
し
ま
し
た
。
冷
戦
下

の
軍
事
工
場
で
の
事
故
で

し
た
の
で
長
い
間
秘
匿
さ

れ
、
被
ば
く
に
よ
る
人
体
へ

の
被
害
は
長
く
続
き
、
既
に

約
二
七
万
人
が
被
害
を
受

け
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
大
事
故
を

正
し
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

有
効
な
防
止
対
策
を
！

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

の
存
在
は
、
非
常
に
危
険
な

こ
と
で
す
。
今
必
要
な
こ
と

は
日
本
の
科
学
技
術
陣
の

粋
を
集
め
、
大
事
故
の
進
展

予
測
を
正
し
く
行
い
、
そ
の

結
果
に
基
づ
き
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
で
す
。

巨
大

な
災
害
を
も
た
ら
す
危
険

な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

は
作
ら
ず
、
作
っ
て
し
ま
っ

た
廃
液
は
直
ち
に
「
ガ
ラ
ス

固
化
」
な
ど
の
安
全
化
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

埋
め
る
と
安
全
な
の
か
？

◇
「
十
分
に
検
査
を
し
て
埋
め

る
の
で
、
安
全
」
と
の
説
明
に
、

埋
め
る
と
か
え
っ
て
ガ
ラ
ス
固

化
体
の
状
況
が
分
か
ら
ず
、
危

険
で
は
な
い
か
？

と
の
問
い

に
対
し
、
「
規
制
庁
が
検
査
す

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
の
回
答
。

文
献
調
査
終
了
後
の
判
断

は
誰
が
す
る
の
か
？

◇
文
献
調
査
終
了
後
、
先
に
進

む
か
ど
う
か
の
判
断
は
ど
こ
で

す
る
の
か
？
と
の
質
問
に
、
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
で
行
う
と
の
こ
と
。
中
立
的

な
機
関
で
行
う
べ
き
だ
と
参
加

者
の
指
摘
。

ガ
ラ
ス
固
化
体
の
中
身
は
？

◇
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
に
は
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
は

ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
」

と
の
説
明
に
対
し
、
「
配
布

資
料
の
グ
ラ
フ
で
は
入
っ
て

い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、

担
当
者
は
「
少
し
は
残
る
」

と
回
答
。
私
た
ち
は
ガ
ラ
ス

固
化
さ
れ
る
廃
液
中
の
放
射

性
物
質
の
重
量
比
の
約
七
割

が
ウ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
、
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
の
回
収
率
も
聞
い

た
が
知
ら
な
い
様
子
で
し
た
。

◇
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
作
る
の
に

四
兆
円
、
一
本
あ
た
り
一
億
円

か
か
る
と
の
こ
と
。

◇
配
布
資
料
の
中
に
「
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
は
人
間
が
管

理
す
る
の
は
困
難
」
、
と
あ
る

が
、
そ
ん
な
危
険
な
物
を
作
り

続
け
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
？
と
の
複
数
の
参
加
者
の

問
い
か
け
に
、
「
だ
か
ら
、
埋

め
る
の
だ
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃

棄

物

も
地
層
処
分
の
対
象

◇
Ｔ
Ｒ
Ｕ
（
超
ウ
ラ
ン
元
素
）

廃
棄
物
も
地
下
処
分
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
埋
設
時
の
形

態
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

寿
都
町
、
神
恵
内
村
に
は
ま
だ

説
明
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

地
下
水
の
危
険
性
は
？

◇
資
料
中
に
「
坑
道
に
地
下
水
が
出

て
来
る
の
は
普
通
の
こ
と
」
と
あ
っ
た

が
、
ド
イ
ツ
の
ア
ッ
セ
最
終
処

理
場
で
は
、
地
下
水
が
出
て
き

た
の
で
、
埋
設
す
る
場
所
と
し
て
は

不
適
当
と
判
断
し
、
回
収
を
始
め
て
い

る
。
こ
の
指
摘
に
対
し
、
意
味
不
明
な

回
答
で
し
た
。

（
Ｍ
＆
Ｒ
）

『アトミカ』ATOMICA_04-10-03-03[15247].pdf

『グリンピース』ご存知ですか チェルノブイリ、福島第一につぐ

第 3の原子力事故 - 国際環境 NGO グリーンピース (greenpeace.org)

『
ウ
ラ
ル
の

核
惨
事
』

検
索

約３００ｋｍの汚染地帯
１９５７年に起こったこの大事

故は、チェルノブイリ・福島に

先立つ核汚染の最初の大事件で

す。現在にも続いているその被

害実態を知りたいものです。

一般出席者２１人。４グループ・４室に分かれて５～６人の小会合。１時間の説明。その後１時

間の質疑応答。質問を小カードに書いて集約。本会から６人が３室に出席。（他に報道関係者）

質
問
と
回
答

出
席
会
員
の
報
告

（抜
粋
）
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